
皆様からお預かりした個人情報は、
会員のご案内の発送以外の目的で使用することはありません。
また、ご本人の同意なく第三者に開示・提供することはありません。

ご寄付のお願い

本法人の活動意義をご理解いただき、
ご寄付を賜りますようお願いいたします。
現金収受の方法は、事務局へお問い合わせください。

■ 個人賛助会員：年会費（一口）………12,000円

■ 法人賛助会員：年会費（一口） ……120,000円

■ 一般寄付

本法人の活動意義にご賛同いただき、活動を支援いただける
個人または企業の入会をお願いしております。
入会申込書を事務局へご送付ください。

Thank you for your donation

鹿児島市内の病院で受診するために宿泊が必要な方に…

●神本三千男様
●ギブ・ツー・アジア様
●鉾之原　昌様
●若松隆男様
●岸　恭也様
●キリンビール（株）
　医薬カンパニー開発本部様
●伊集院鶴見様
●池田琢哉様
●鹿児島県熊毛支庁様
●東　久雄様
●間宮久子様
●湊　千聡様
●佐々木良治様
●佐々木健一様
●篠原利和様
●丸岡英樹様

2007年1月1日から6月30日までに、
下記の皆様よりご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

特定非営利活動法人（NPO）こども医療ネットワークは、離島やへき地など、

小児医療の専門医が少ない地域にすんでいるこどもさんが、長期間の入院が

必要な治りにくい病気にかかった時に、本人およびご家族が安心して闘病で

きるように支援することを目的に設立されました。病気に対する不安や疑問

を解消し、外泊あるいは通院にかかる負担を軽減するための事業を行います。

すべてが皆様の共感とご協力のもとに運営されます。

特定非営利活動法人（NPO）こども医療ネットワークとは…

特定非営利活動法人（NPO）
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こども医療ネットワーク

会員の方々と事務局を結ぶ……

「鹿児島ファミリーハウス」いよいよ始動！
　治療に長期間の通院や入院が必要な病気にかかったお子様を持つご家族、特に離島

やへき地において闘病生活を続ける親御さん方は、鹿児島市内への交通費や宿泊費な

ど通院のための大きな負担を抱えています。

　こども医療ネットワークでは、そうしたご負担を少しでも軽減することを目的として、ご家

族が鹿児島市内で宿泊できる施設「ファミリーハウス」をスタートさせました。

　施設をご提供いただいた「日本ビル鹿児島支店」様、「がんの子どもを守る会」のボランティ

アの皆様の多大なるご協力によって実現しています。

＜ファミリーハウスに関するお問い合わせ先＞
●メールアドレス：info@kodomo-iryo.org
●電話＆ファクス：099－251－5930（担当：上野）
※留守番電話の場合はこちらから後ほどご連絡しますので、
連絡先電話番号とお名前を録音してください。
●本部電話：099－275－5354（担当：竹村）

http://www.kodomo-iryo.org/
ホームページは随時更新中です。

●萩原茂昭様
●大西美衣様
●佐野芳子様
●佐々木里果様
●西條めぐみ様
●加藤　隆様
●中野　誠様
●片山勇治様
●久米文子様
●榮村まみ様
●下原怜子様
●本田久美子様
●本田　武様
●瀬部正昭様
●瀬部恭大様
●藺牟田直子様
●渡辺紀美様
●稲垣文江様 （順不同）
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こども医療ネットワーク

会員の方々と

事務局を結ぶコーナー

「こども健康相談会」

「こねっと通信」は、会員の方々と本部・事務局を結ぶコーナーです。ご意見・ご要望など、下記までどしどしお寄せください。

●郵便等……〒890-8520　鹿児島市桜ヶ丘8-35-1　鹿児島大学医学部・歯学部附属病院　小児診療センター小児科内 「こねっと通信」係
●eメール…………info@kodomo-iryo.org（事務局）
●電話＆FAX………099-251-5930（尚、電話の場合は録音になります。後日事務局よりご返答いたしますので、連絡先・電話番号等を録音してください）
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平成18年度会員数　正会員／76名　個人賛助会員／31名　法人賛助会員／16社（団体）　計123名

こども救急箱

発熱と熱さまし（解熱薬）

2007年5月14日　南日本新聞掲載　…… 　……

■
急
性
白
血
病
�
闘
病
中
�
�
�H

�
�
�0
��
�
母
�
�
�A
�
�

 

早
速
�
�
支
援
頂
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
U
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
自
分
�
�

�
�
縁
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

受
�
�
�
�
�
家
族
�
力
�
合
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
苦
�
�

�
�
�
�
�
自
分
達
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
肌
�

染
�
�
�
�
�
感
�
�
�
�
自
分

�
知
�
�
�
�
�
世
界
�
知
�
�

�
�
�
�
�
�
世
界
�
�
�
�
�

勉
強
�
�
�
�
�
頑
張
�
�
�
�

■
好
中
球
減
少
症
�
闘
病
中
�
H
�

K
�
�
��
��
�
母
�
�
�T
�
�

�

多
�
�
�
�
週
�
三
回
�
私
�
車

�
運
転
�
�
約
１
時
間
�
�
�
通

院
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
代
�

値
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
金
�

�
�
�
�
�
�

 

今
回
�
�
支
援
�
�
�
�
�
�
限

�
�
�
�
大
切
�
使
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
１
歳
�
誕
生
日
�
病

名
�
分
�
�
�
以
来
�
�絶
対
�
治

�
��
信
�
�
治
療
�
�
�
�
�
�

�

同
�
境
遇
�
親
御
�
�
�
一
緒
�

頑
張
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
温
�
�
�
支
援
�
本
当
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こども医療ネットワークでは今後も、健康相談会、講演会、募金活動などを、さまざまな離島やへき地に拡大していく予定です。

こども医療ネットワーク
奥 章三（鹿児島こども病院院長）

こども医療ネットワーク「平成19年上期」の活動

＜健康相談会＞

平成19年3月  4日（日）…南大隈町

　　　　　　3月17日（土）…瀬戸内町（奄美大島）

　　　　　　4月  8日（日）…西表市（種子島）

　　　　　　5月13日（日）…大口市

＜健康相談会＞

平成19年8月11日（土） …龍郷町（奄美大島）

　　　　　　9月  1日（土）… 喜界町（喜界島）

　　　　　11月　3日（土）…和泊町（沖永良部島）

支
援
金
�
受
�
取
�
�
親
御
�
�
�
�
話
�
伺
�
�
�
�

こども医療ネットワーク「平成19年下期」の活動予定

報告 平成19年4月8日（日）
西表市

こども健康相談会の詳細は、こども医療ネットワークのホームページで紹介中です。
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◆

◆

ホスピタルクラウン（道化師）の

大棟耕介さん（日本ホスピタルクラウン協会）

病院で芸を披露病院で芸を披露

4月25日

入院中の子どもたちの笑顔と歓声

、

※与論町（与論島）での相談会は日程調整中



皆様からお預かりした個人情報は、
会員のご案内の発送以外の目的で使用することはありません。
また、ご本人の同意なく第三者に開示・提供することはありません。

ご寄付のお願い

本法人の活動意義をご理解いただき、
ご寄付を賜りますようお願いいたします。
現金収受の方法は、事務局へお問い合わせください。

■ 個人賛助会員：年会費（一口）………12,000円

■ 法人賛助会員：年会費（一口） ……120,000円

■ 一般寄付

本法人の活動意義にご賛同いただき、活動を支援いただける
個人または企業の入会をお願いしております。
入会申込書を事務局へご送付ください。

Thank you for your donation

鹿児島市内の病院で受診するために宿泊が必要な方に…

●神本三千男様
●ギブ・ツー・アジア様
●鉾之原　昌様
●若松隆男様
●岸　恭也様
●キリンビール（株）
　医薬カンパニー開発本部様
●伊集院鶴見様
●池田琢哉様
●鹿児島県熊毛支庁様
●東　久雄様
●間宮久子様
●湊　千聡様
●佐々木良治様
●佐々木健一様
●篠原利和様
●丸岡英樹様

2007年1月1日から6月30日までに、
下記の皆様よりご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

特定非営利活動法人（NPO）こども医療ネットワークは、離島やへき地など、

小児医療の専門医が少ない地域にすんでいるこどもさんが、長期間の入院が

必要な治りにくい病気にかかった時に、本人およびご家族が安心して闘病で

きるように支援することを目的に設立されました。病気に対する不安や疑問

を解消し、外泊あるいは通院にかかる負担を軽減するための事業を行います。

すべてが皆様の共感とご協力のもとに運営されます。

特定非営利活動法人（NPO）こども医療ネットワークとは…

特定非営利活動法人（NPO）
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こども医療ネットワーク

会員の方々と事務局を結ぶ……

「鹿児島ファミリーハウス」いよいよ始動！
　治療に長期間の通院や入院が必要な病気にかかったお子様を持つご家族、特に離島

やへき地において闘病生活を続ける親御さん方は、鹿児島市内への交通費や宿泊費な

ど通院のための大きな負担を抱えています。

　こども医療ネットワークでは、そうしたご負担を少しでも軽減することを目的として、ご家

族が鹿児島市内で宿泊できる施設「ファミリーハウス」をスタートさせました。

　施設をご提供いただいた「日本ビル鹿児島支店」様、「がんの子どもを守る会」のボランティ

アの皆様の多大なるご協力によって実現しています。

＜ファミリーハウスに関するお問い合わせ先＞
●メールアドレス：info@kodomo-iryo.org
●電話＆ファクス：099－251－5930（担当：上野）
※留守番電話の場合はこちらから後ほどご連絡しますので、
連絡先電話番号とお名前を録音してください。
●本部電話：099－275－5354（担当：竹村）

http://www.kodomo-iryo.org/
ホームページは随時更新中です。

●萩原茂昭様
●大西美衣様
●佐野芳子様
●佐々木里果様
●西條めぐみ様
●加藤　隆様
●中野　誠様
●片山勇治様
●久米文子様
●榮村まみ様
●下原怜子様
●本田久美子様
●本田　武様
●瀬部正昭様
●瀬部恭大様
●藺牟田直子様
●渡辺紀美様
●稲垣文江様 （順不同）



皆様からお預かりした個人情報は、
会員のご案内の発送以外の目的で使用することはありません。
また、ご本人の同意なく第三者に開示・提供することはありません。

ご寄付のお願い

本法人の活動意義をご理解いただき、
ご寄付を賜りますようお願いいたします。
現金収受の方法は、事務局へお問い合わせください。

■ 個人賛助会員：年会費（一口）………12,000円

■ 法人賛助会員：年会費（一口） ……120,000円

■ 一般寄付

本法人の活動意義にご賛同いただき、活動を支援いただける
個人または企業の入会をお願いしております。
入会申込書を事務局へご送付ください。

Thank you for your donation
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